
仕様書 

 

１   概要 

（１） 件名 

公立大学法人埼玉県立大学で使用する電気 

（２） 需要場所 

埼玉県越谷市三野宮８２０ 公立大学法人埼玉県立大学 

（３） 業種及び用途 

学校（大学） 

 

２   仕様 

（１）供給電気方式等 

①  供給電気方式                           交流３相３線式 

②  供給電圧（標準電圧）                   ６，０００ボルト 

③  計量電圧（標準電圧）                   ６，０００ボルト 

④  標準周波数                             ５０ヘルツ 

⑤  受電方式                               ２回線受電方式（常時、予備） 

⑥  蓄熱式負荷設備の有無                  有 

（２） 契約電力及び予定使用電力量等 

①  予定契約電力   常時電力        １，２００キロワット 

予備電力（予備線）    １，２００キロワット 

※１   契約電力とは、契約上使用できる電気の最大電力をいい、計量器の計測値が予

定契約電力量を超えた場合は、契約電力量を発注者・受注者で原則協議とし、超

過金は（超過した電力－契約電力）×1.5 倍を最大の超過金とする。 

※２   予備電力とは、 常時供給設備等の補修又は事故により生じた不足電力の補給

に充てるためのもので、 予備電線路により常時供給電圧と同位の電圧で供給す

るものである。 

※３   予備線とは、 常時供給変電所から常時供給電圧と同位の電圧で供給を受ける

ものである。 

②  予定使用電力量                         ３，０６５，９６７キロワット時 

（月別の予定使用電力量は別紙のとおり） 

（３） 供給期間 

２０２７年１月１日０時から２０２９年１２月３１日２４時まで 

（４） 電力量等の検針 

①  自動検針装置                           有 

②  電力会社の検針方法                     遠隔自動検針 



③  電力量計構成                           電力需給用複合計器（通信機能付） 

（５） 需給地点 

需要場所における一般送電事業者の供給用配電箱の母線と埼玉県立大学の地絡しゃ断

装置の電源側接続点 

（６） 電気工作物の財産分界点 

需給地点に同じ 

（７） 保安上の責任分界点 

需給地点に同じ 

 

３   その他 

（１）力率は、 自動力率調整装置を設置し、契約期間中１００％を保持する予定である。

（２） 今回の契約を実行するため、 新たに発生する設備の改造に必要な費用は、 受注者 

の負担とする。 

（３）非常用自家発電設備（１，０００キロボルトアンペア１台）、太陽光発電設備（１０

０キロワット１台）を有している。なお、 自家発補給契約は不要である。 

（４） 自動受電切替え装置が設置されている。 

（５） 力率の変動、 その他の要因による電気料金の調整及び仕様書に定めのない供給条件 

については、 受注者制定の電気需給約款による。 これらに定めのないその他の供給

条件については、 当該地域を管轄するみなし小売電気事業者が定める電気需給約款

による。 


